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大寄地区の皆さまにおかれましては、健やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年も体育祭や芸能祭などの事業がやむなく中止と

なりましたが、他の公民館事業については、皆さまのご協力により予定通り実施できました。 

本年も生涯学習および地域コミュニティづくりの拠点として、多くの皆さまにご利用・ご参加し

ていただけますよう職員一丸となって取り組んで参りますので、 

引き続き、皆さまのご支援・ご協力をお願い申し上げます。 
 

大寄公民館 職員一同 

 

 

スワッグとは、植物を束ねて、花束のようにして壁に飾るスタイルのインテリアです。 

ヨーロッパでは、「幸せを呼び込む」「空気の浄化」などを目的に飾られており、日本ではおしゃれな 

カフェや雑貨屋さんなどでよく見かけます。素敵なスワッグで、インテリアを華やかにしてみませんか？ 

講 師  本庄 恵美先生 

参 加 費  １，０００円 

募 集 人 数  １５人    

申 し 込 み  大寄地区在住者１月 ５日（木）～ 

市内在住者  １月１６日（月）～ 

電話または窓口で申し込み 平日午前９時～午後５時まで（土日除く）    

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き  １月２６日（木）午後１時３０分～ 
（９０分程度） 

と こ ろ  大寄公民館 大会議室 

 新たに民生委員・児童委員が委嘱されました。困ったことや悩んでいることがある場合は、お住まいの地

区の民生委員・児童委員にご相談ください。                                               （敬称略） 
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だいとう

 義雄
よしお

（大塚島、谷之、起会） 
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江
え

（内ケ島）  ・髙
たか

田
だ

 稔
みのる

（戸森）     問い合わせ 福祉政策課 ☎５６８－５０４１ 

＜イメージ写真＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 大寄地区に在住する人々が広く文化・芸術に触れ親しむ機会として、趣味の作品展を開催いたします。

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、３年ぶりの開催になります。日頃制作された作品をふるって

出品くださいますようご案内いたします。 
 

出品申し込みは、令和５年１月１０日（火）～２月２日（木）の 

午前９時～午後５時まで（土日を除く） 

※大寄公民館にある出品申込書に記入のうえ、期日までにお申し込みください。 

出品資格  深谷市在住のかた、大寄公民館利用団体 

主 催  大寄公民館 

共 催  自治会連合会大寄支会 
 
＊展示スペースにより出品数を制限する場合もございます。 

＊今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況により中止と 

なる場合もございます。 
 
問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

と き  ３月４日（土）午前９時～午後５時 

３月５日（日）午前９時～午後３時 

ところ  大寄公民館 体育室 

大寄駐在所の河原駐在官にご協力をいた

だき、深谷警察署内のオレオレ詐欺や水

路転落事故等の事例を踏まえ、注意喚起

と見回りについてお話していただきまし

た。その後、自治会役員の皆さんによ 

り、各地区に分かれて防犯パトロールを

行いました。ご協力ありがとう 

ございました。  

 サケの放流会代替え事業として初めて企画した「親子和紙ちぎり絵教室」は、子どもたちとお父さん・

お母さん・おばあちゃんも参加していただきました。賑やかに楽しく、そして真剣に取り組み、初心者 

とは思えない素晴らしい作品が完成しました。 

また、やってみたいという感想もありました。 

＜子どもの作品＞ ＜大人の作品＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１日（水）利用者調整会議 午後１時～、午後２時～ 大会議室 

２４日（火）第１０回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

２６日（木）スワッグ教室 午後１時３０分～ 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和４年 １２月 １日現在 （ ）は前月

比 
男性  1,５３４人（ -１） 

女性  1,５５０人（ -２） 

合計  3,０８４人（ -３） 

世帯  1,２７０ （ -１） 

） 

※年末年始のし尿・浄化槽汚泥のくみ取りは、各清掃業者等に申し込みください。 

年末⇒最終申込日 12 月２３日（金）まで、最終日 12 月２８日（水）午後３時まで 

年始⇒開始日１月４日（水）             問い合わせ  環境衛生課 ☎578-7332 

自宅でも継続できる運動を行いながら、栄養や口

腔、認知症予防について学ぶ、全 12回の教室です。 
 

と き  第 1〜4 金曜日（木曜日の場合もあり） 

午前 9時 30分～11時  

第 1回２月 10日（金）午前 9時～ 

ところ  大寄公民館 大会議室 

対象者  市内在住の 65歳以上のかた  

定 員  15名 
※1月２３日（月）までに、お申込みください。 

申し込み・問い合わせ  長寿福祉課 ☎574-8544 

相続や登記、売買など空き家に関するお悩

みについて、司法書士や宅地建物取引士に無

料で相談できます。＜事前予約制、時間 25 分以内＞ 
 

と き：２月１２日（日）午後 1時～4時 

（受付：午後３時３０分まで） 

と こ ろ：深谷市役所 大会議室A・B（３階） 

予約締切：1月２０日（金） 
 

問い合わせ 

自治振興課 ☎574-8597 
電子申請による予約可能 

 【使用済小型家電の収集日】１１日（第２水曜日）、【有害ごみの収集日】２０日（第３金曜日） 
※有害ごみの出し方について 

有害ごみは、種類ごと（電池、水銀式体温計、蛍光灯、スプレー缶など）に袋に入れて出すようお願いいたします。

また、ガラスや白熱電球は燃やせないごみ、ＬＥＤ電球、LED 蛍光灯や電子体温計は使用済小型家電です。 

市内公立小・中学校の３学期は、 

１月１０日（火）から始まります。 

登下校時の見守りをお願いします。 

＜お知らせ＞  次のとおり、図書室を含め施設利用ができませんのでご連絡いたします。 

なお、住民票・印鑑証明等は、通常どおり発行可能です。 

※全館 LED交換工事・・・１月１０日（火）午前９時～１月１３日（金）午後５時まで 

※全館清掃     ・・・１月２５日（水）午前９時～午後５時まで 

歩数計をプレゼント！市内に設置されているタ

ブレット端末に歩数計をかざしてポイントをゲッ

ト！ポイントに応じて抽選で景品があたります。 
  
・対 象 者  先着５００名 

（１８歳以上の市内在住、在勤者） 

・自己負担  610円（送料のみ） 

・申し込み   

保健センタ―や各公民館等に設置してあるパン

フレットの「埼玉県コバトン健康マイレージ参

加申込書」にて、郵送でお申し込み 

ください。 
  

問い合わせ 保健センター 

      ☎５７５－１１０１ 

 中庭にふっかちゃんが描かれました。誠之堂をバッ

クに記念写真はいかがでしょうか？ 

他にも写真映えするところもありますので、見学をし

て探してみてください。 
  ※休館日：１２月２９日（木）～1 月３日（火） 
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